
屋外展示―散策の楽しみ―  
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－
つち

土の
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製
ひん
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 ●
しょう

硝
さん

酸
よう

容
き

器 

  
たい

太
へい

平
よう

洋
せん

戦
そう

争
ちゅう

中、
に

日
ほん

本がドイツからロケット
ばく

爆
だん

弾の
せい

製
ぞう

造
ぎ

技
じゅつ

術を
どう

導
にゅう

入するため、そ 

  の
ざい

材
りょう

料になる
しょう

硝
さん

酸を
い

入れるための
たい

耐
さん

酸つぼ。
かい

海
ぐん

軍の
はっ

発
ちゅう

注で、
とこ

常
なめ

滑
し

市
ない

内の
かく

各
かま

窯
もと

元 

  でたくさん
や

焼かれたものの
ひと

一つ。 

 ●
とう

陶
せい

製トイレ 

  
おく

屋
がい

外
よう

用の
こう

公
しゅう

衆トイレ。
ち

地
ちゅう

中に
う

埋めた
こえ

肥だめがめの
うえ

上にこのトイレを
お

置き、
まえ

前か 

  がみになりながら
し

使
よう

用した。
ち

知
た

多
し

市
しん

新
まい

舞
こ

子にあった
ち

知
た

多
ど

土
かん

管㈱が
めい

明
じ

治
まっ

末
き

期に
つく

作 

  ったもので、
はっ

八
しゃ

社
じん

神
じゃ

社（
ち

知
た

多
し

市
かな

金
ざわ

沢）の
けい

境
だい

内にあったもの。このような
とう

陶
せい

製の 

  トイレは、
めい

明
じ

治
ちゅう

中
き

期
ごろ

頃から、
とこ

常
なめ

滑
し

市から
ち

知
た

多
し

市にかけた
かま

窯
もと

元の
のぼ

登り
がま

窯で
や

焼かれ、 

  
しょう

昭
わ

和
しょ

初
き

期まで
じん

神
じゃ

社や
てら

寺、
しゅう

集
かい

会
じょう

場などの
ひと

人の
あつ

集まる
ところ

所に
お

置かれていたという。 

 ●
ぼう

防
か

火
よう

用
すい

水 

  
ぼう

防
か

火
よう

用の
すい

水
そう

槽。
し

市
ない

内のお
たく

宅で
つか

使われていたもので、
しょう

昭
わ

和３
ねん

年
ごろ

頃に
いえ

家を
た

建てたと 

  きに
ともな

伴って
げん

玄
かん

関の
よこ

横に
す

据えた。
てい

底
ぶ

部をレンガやセメントで
こ

固
てい

定し、
いえ

家の
あま

雨どい 

  からたれる
あま

雨
みず

水を
た

貯めておいた。
せん

戦
そう

争
ちゅう

中には、こうした
ぼう

防
か

火
よう

用
すい

水
そう

槽はなくては 

  ならないものだった。 
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屋外展示―散策の楽しみ―  

 

 

おく

屋
がい

外
し
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せき

跡② 
 

－
いし

石の
せい

製
ひん

品－ 
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ぎょ

漁
ぎょう

業
き

基
てん

点 

  
しん

新
ち

知
ぎょ

漁
ぎょう

業
くみ

組
あい

合が、
の

海
り

苔
よう

養
しょく

殖のために
く

区
かく

画
ぎょ

漁
ぎょう

業  

  
めん

免
きょ

許を
う

受けたのに
ともな

伴って
た

立てられた
せき

石
ちゅう

柱。 

 ●
き

記
ねん

念
ひ

碑 

  
きょう

教
いく

育
ちょく

勅
ご

語(
めい

明
じ

治２３
ねん

年１０
がつ

月３０
にち

日
はっ

発
ぷ

布)３０ 

  
しゅう

周
ねん

年を
き

記
ねん

念して
しょく

植
じゅ

樹したときのもの。 

 ●
みち

道しるべ 

  
みち

道
い

行く
ひと

人のために、
ろ

路
ぼう

傍に
た

立てて
ほう

方
がく

角や
り

里
てい

程 

  を
しめ

示して、
まよ

迷わないようにした
め

目
じるし

印。
しん

新
し

四
こく

国 

  
まい

参りの
ぶん

分
き

岐に
た

立てたものや、
じ

地
ぞう

蔵の
りょう

両
がわ

側に
みち

道 

  しるべを
ともな

伴った
つじ

辻
じ

地
ぞう

蔵などがある。 

 ●
とり

鳥
かい

貝
いし

石 

  
ぎょ

漁
ぐ

具（
とり

鳥
かい

貝まんが）の
りょう

両
わき

脇につけた
おも

重りの
いし

石。 

 ●うす 

  
つき

搗
うす

臼と
ひき

挽
うす

臼。
ひき

挽
うす

臼は
こく

穀
もつ

物などを
こな

粉にする
どう

道
ぐ

具。 

  
うわ

上
うす

臼と
した

下
うす

臼から
な

成っており、
たが

互いが
せっ

接
しょく

触する 

  
めん

面に
こま

細かい
みぞ

溝が
きざ

刻まれている。 
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